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 毎日新聞が 2009 年 6 月に行った

国民健康保険に関する全国調査で、

熊本市の国民健康保険料が極めて高

い水準にあることがわかりました。

また、モデルケースになった所得

200 万円以下の世帯が８割を占め、

加入者の55％が無職、年齢別に見る

と高齢者の割合が多く、低所得・有

病率の高い加入者によって構成され

る不安定な構造の健康保険となって

いることがわかります。 

他の健康保険より負担が重い 

 国民健康保険は、協会けんぽや組

合健保と比べ、保険料の負担が重く

なっています。平均所得に占める保

険料の割合は、協会けんぽの約２倍、

健康保険組合の３倍近くです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所得は減る中、保険料は値上げ 

   収納率は低下の一途 

 加入者所得は年々減少、保険料は

値上げ、負担能力に逆行する状況で

す。収納体制は強化されても、収納

率は低下の一途。94 年度から過去

15 年間、80％台で推移しています。

（08 年・85.94％）この間、国のペ

ナルティとして交付金が約3億円ず

つカットされています。(累積約40億) 

厳しい制裁、短期証発行は全国一 

 熊本市の短期保険証発行は全国一、

更新ができずに毎年 8,000～9,000

世帯が、違法な無保険状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険は、｢社会保障｣ 

戦前（1938年施行）の旧国民健康保険

法第１条では、｢相互共済の精神に則

り、…｣と、相互共済による保険給付

の位置づけでした。しかし、1959

年施行の現行・国民健康保険法第１

条では「国民健康保険事業の健全な

運営を確保し、もって社会保障およ

び国民保健の向上に寄与すること

を目的とする｣と明文化。はっきり

位置づけられた社会保障制度として、

「必要な保険給付」を行うべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

今でも高すぎる国民健康保険料、来年度の値上げは中止を！ 
 6月議会の予算決算委員会で益田議員が締めくくり総括質疑を行い、最終日・本会議で上野議員が請願に賛成討論。 
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家族 4人・所得 200万円のモデルケースで、 

全国平均保険料・325,000～349,999円、熊本市は391,810円 

高すぎる保険料の 

引き下げが必要です 

 国民健康保険料は、負担の限界

を超えています。来年度予定の

6％・ひとり平均 1 万円の値上げ

は中止すべきです。(負担総額 12

億円) むしろ、高い保険料の引下

げを行い、違法な無保険の解消こ

そ直ちに行なうべきです。 
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共産党市議団「市民アンケート」～900通を超えました。ご協力ありがとうございます～ 

「無保険です。助けてください」 切実な声がびっしり!! 

日本共産党市議団の「市民アンケート」を 6 月から市内全域にお届けしました。さっそ

く現在約 900 通の回答が寄せられています。ご協力を頂きありがとうございます。現在

も、毎日届いています。まだの方もどうぞお寄せください。 

「暮らしが悪くなった」「これ以上悪くなりようがないので変わらない」という声が約９

割を占めています。その理由は、「増税」「年金が減った」「仕事が減った」「家族の収入が

減った」「公共料金の負担」「賃金の減少」などです。 

特徴的なのは、「国保料が高い」「やや高い」が８５％を占めていることです。切実な

要望もびっしり書き込まれており、国の「構造改革」、加えて幸山市政の「行財政改革」に

よる貧困と格差の広がりが市民生活を直撃していることが痛いほど伝わってきます。アン

ケート結果は、今後の議会活動にいかします。市議会だよりでお寄せいただいた声をお

知らせして行きます。 

 

＊ 国民健康保険料が高すぎて払えません。そのため未

加入です。不安でたまりません。（30代女性、アルバイ

ト） 

＊ 国保料が払えず、保険証の発行がとめられ、診察を

受けることが出来ず困っていますので、死亡に至る前

に助けてください。（60代男性、年金生活） 

＊ 熊本市の国民健康保険料をぜひ下げて欲しい。（高

すぎる！！）子どもが 4 月から小学生になって医療費の

負担が大きすぎる。（子どもが喘息のため）予防接種

の負担（市に）して欲しい。中学 3 年生まで医療費が

かからないようにして欲しい。（40代女性、主婦） 

 

 

＊ 病気で 2 ヶ所の病院に通院

中で、生活に困っている。（50

代、男性、無職） 

＊ 子どもの医療費が掛かりす

ぎることに困っています。（30

代女性、主婦） 

＊ 医療費が年金生活者には厳

しすぎる。後期高齢者医療な

ど勝手にきめて全く腹立たし

い限り（70代、年金生活者） 

 

＊母子家庭で中学生の知的障害児を抱

えています。療育手帳Ｂ2 には手当て

が出ないし、サービスが余りありませ

ん。中学校が校区外のため、送り迎え

が必要で、働きたくても正職員では

働けません。バイトもするにも限りが

あり、収入が低いので、生活がやって

行けない状況です。軽度でも手当て

や他のサービスをつけて欲しい。（30

代女性、アルバイト） 

 

＊子どもにとてもお金がかかり、生活が苦し

い。・・・熊本市に住んで、子育て支援などは

良いと思いましたが、国保が高くて驚きまし

た。毎日夫は残業しているのに、総額18万

円～19 万円くらいだからとても生活が苦し

すぎ（20代女性、パート・育休中） 

＊ 高齢者の年金から老齢者控除 50 万円、年金

控除を140万円から120万円と下げ、合計70

万円を一度に削除し、わずか 200 万円そこそ

この年金から 30 万円近くの所得税、県市民税

が新たに徴収され、少しひどすぎるのではな

いかと思います。せめて半額くらいの控除にし

てほしい。切なる願いです。 

＊ 特別養護老人ホームの入居が5年待ちとのこ

と、その間に、死亡する方も少なくないと思う。

高齢者が肩身の狭い思いをして生きることは悲

しいことです。（80歳以上女性、年金生活） 

「無保険で不安でたまりません」「死亡に至る前に助けてください」・・・ 

＊ 介護保険が高いのでいつも思っ

ています。年金がわずかなのに

差し引かれるとまったく生活で

きない。是非力を入れてほしい

です。（60代女性、自営業） 

＊ 戦前･戦中･戦後満足に食べら

れず、それでも日本のために働

いてきた高齢者が安心して老後

を送れるようにした政治にして

ほしい。以前のように 70歳以上

の医療費･介護料無料化を。（70

代男性、年金生活） 

子ども、障害者、高齢者が安心して生活できるように・・・ 


